
　

９
月
１
日
は
、
入
院
患
者
様
の

新
病
院
へ
の
移
送
が
行
わ
れ
た
。

朝
８
時
に
１
号
車
が
新
病
院
に
向

け
て
出
発
、
そ
の
後
も
混
乱
も
な

く
無
事
全
員
の
移
送
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
落
ち
着

く
暇
も
な
く
９
月
２
日
の
外
来
オ

ー
プ
ン
に
向
け
て
外
来
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
慌
た
だ
し
い
１
日
と

な
っ
た
▼
毎
日
引
越
し
の
準
備
に

追
わ
れ
、
特
に
前
日
は
無
事
に
患

者
様
を
移
送
で
き
る
の
か
、
準
備

不
足
は
な
い
か
な
ど
心
配
ば
か
り

が
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
。
し
か

し
、
患
者
移
送
が
始
ま
る
と
心
配

な
ど
ど
こ
吹
く
風
、
職
員
の
底
力

を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に

着
々
と
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
途
中

雨
も
降
っ
て
き
た
が
「
病
院
が
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
る
ん
だ
よ
」
と

明
る
く
吹
き
飛
ば
す
職
員
の
姿
に

感
動
も
し
た
▼
最
後
の
患
者
様
を

送
り
出
し
、
関
原
Dr
か
ら
の
「
患

者
引
越
し
終
了
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

の
声
を
聞
い
た
と
き
は
「
無
事
に

終
わ
っ
た
」
と
ほ
っ
と
す
る
と
と

も
に
「
こ
れ
で
こ
の
病
院
で
働
く

の
が
最
後
か
」
と
さ
み
し
さ
も
こ

み
あ
げ
て
き
た
。
多
く
の
仲
間
か

ら
の
励
ま
し
の
中
で
民
医
連
の
素

晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
び
あ

き
ら
め
ず
前
に
進
む
こ
と
が
で
き

や
っ
と
夢
が
実
現
し
た
▼
新
病
院

で
は
「
広
く
て
ホ
テ
ル
の
よ
う
だ

ね
」「
自
然
が
き
れ
い
で
窓
か
ら

の
眺
め
は
心
が
い
や
さ
れ
る
よ
」

と
う
れ
し
い
言
葉
が
聞
か
れ
て
い

る
。
職
員
は
慣
れ
な
い
施
設
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
地
域
の
期
待
を
裏

切
ら
な
い
た
め
に
、
日
々
奮
闘
し

て
い
る
。
そ
ん
な
職
員
の
姿
に
も

ま
た
、
感
動
し
て
い
る
。

　
　
　
（
統
括
看
護
部
長
・
金
子
）

　

多
く
の
苦
難
を
乗
り

越
え
、
新
病
院
を
９
月

１
日
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

一人は万人のために 万人は一人のために

「目」の疲れは、イライラを高める要因になります。少しでも疲れ目を解消するために、眼精疲労に有効な方法をご紹介します。
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来院患者でいっぱいの駐車場

生協強化月間

案
内
係
が
い
て

全
組
合
員
訪
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を

助
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っ
た

め
ざ
し
て
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新
病
院
が
沼
須
町
で
開
院
し
、

ひ
と
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
規

や
予
約
外
、
紹
介
患
者
さ
ん
等
に

よ
り
外
来
・
入
院
と
も
に
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
頼
り
に
な
る
病
院
づ

く
り
の
次
は
、
地
域
で
の
「
共

助
」
を
生
協
の
し
く
み
を
使
っ
て

豊
か
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

と
な
り
ま
す
。

　

生
協
強
化
月
間
の
第
１
の
目
標

は
、
新
病
院
開
設
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
建
設
を
バ
ネ
に
特

養
建
設
・
診
療
所
拡
充
な
ど
新
た

な
夢
に
向
け
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
制
を

活
か
し
、
事
業
と
運
動
を
質
的
に

飛
躍
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

第
２
の
目
標
は
、「
事
業
所
を

利
用
す
る
」
か
ら
「
楽
し
く
、
安

心
が
実
感
で
き
、
自
ら
も
か
か
わ

る
生
協
」
へ
の
組
合
員
活
動
の
質

的
転
換
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
東
原
新
町
・
高
橋
場
町

地
域
で
の
事
業
と
し
て
、
と
ね
診

療
所
を
第
２
駐
車
場
へ
新
築
移
転
。

特
養
建
設
の
準
備
と
し
て
設
立
母

体
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
の
設
立

を
応
援
し
ま
す
。
ま
た
、
透
析
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
っ
て
い
た
付
属

棟
は
地
域
住
民
の
「
出
会
い
」

「
ふ
れ
あ
い
」「
支
え
あ
い
」
の
場

と
し
て
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
で
は
、
全
組
合
員
訪
問
を

め
ざ
し
て
、
新
病
院
の
特
徴
を
中

心
と
し
た
内
容
を
お
伝
え
し
な
が

ら
多
く
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
ま

す
。
生
協
の
事
業
を
支
え
る
増
資

に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
車
で
来
院
す
る
場
合
、
市
街
地

か
ら
は
、
利
根
実
業
高
校
を
通
過

→
新
設
さ
れ
た
新
町
信
号
を
左
折

（
看
板
あ
り
）
→
沼
須
町
の
看
板

を
右
折
。
み
な
か
み
町
方
面
か
ら

は
、
国
道
17
号
よ
り
戸
鹿
野
橋
信

号
を
左
折
→
新
町
信
号
を
右
折
→

沼
須
町
の
看
板
を
右
折
。
昭
和

村
・
君
河
原
橋
方
面
か
ら
は
、
君

河
原
橋
信
号
を
右
折
→
新
町
信
号

を
右
折
→
沼
須
町
の
看
板
を
右

折
。
片
品
方
面
か
ら
は
、
沼
田
イ

ン
タ
ー
手
前
の
上
原
袴
道
橋
信
号

を
左
折
→
ぬ
ま
た
聖
苑
を
通
過
し

右
折
→
上
沼
須
町
の
看
板
を
左
折

→
沼
須
町
の
看
板
を
左
折
。
昭
和

村
役
場
方
面
か
ら
は
、
上
沼
須
町

信
号
を
右
折
（
ぬ
ま
た
聖
苑
側

へ
）
→
上
沼
須
町
の
看
板
を
右
折

→
沼
須
町
の
看
板
を
左
折
。

　

沼
田
市
で
は
沼
田
駅
か
ら
市
内

を
循
環
す
る
路
線
バ
ス
「
沼
須

線
」
を
新
設
。
ま
た
、「
岩
本
線
」

も
新
病
院
を
経
由
す
る
な
ど
の
拡

充
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の
が

困
難
と
い
う
方
は
、
組
合
員
通
院

支
援
を
利
用
で
き
ま
す
。
通
院
支

援
係
２
２
‐
５
０
５
０
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

９
月
２
日
、
外
来
診
療
開
始
に

と
も
な
い
、
理
事
・
支
部
役
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
、
受
付
や
外
来

の
案
内
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
受
診
に
来
る
方
が
困
ら

な
い
よ
う
に
、
再
来
受
付
機
・
自

動
精
算
機
・
採
血
採
尿
室
前
・
２

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
な
ど
に
分
か

れ
て
案
内
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
か
ら
は
、「
不
安
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
が
、
案
内
係
が
い
て
迷
わ

ず
に
受
診
で
き
た
。
次
回
は
１
人

で
も
で
き
そ
う
。
聞
き
な
が
ら
自

分
で
し
た
ら
、
案
外
簡
単
だ
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
自
動
精
算
機
で
処
理
が
出
来

な
い
状
況
が
発
生
す
る
な
ど
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ス

ム
ー
ズ
な
受
診
が
で
き
る
よ
う
改

善
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
１
日
、
引
っ
越
し
の
夜

に
入
院
、
翌
２
日
午
前
３
時

に
体
重
２
９
４
８
ｇ
、
身
長

４
８
・
０
㎝
の
男
児
（
小
川
遼

太
朗
く
ん
）
が
誕
生
。
新
病
院

で
最
初
の
お
産
で
す
。

　

マ
マ
の
小
川
由
佳
さ
ん
は
、

「
陣
痛
か
ら
出
産
ま
で
の
時
間

が
短
く
、
Ｌ
Ｄ
Ｒ
室
で
部
屋
の

移
動
も
な
く
安
心
し
て
出
産

で
き
た
。
家
族
の
面
会
も
気

兼
ね
な
く
で
き
、
な
に
よ
り

も
ト
イ
レ
と
シ
ャ
ワ
ー
室
が

個
室
の
中
に
あ
る
の
が
と
て

新
病
院
で
最
初
の
お
産

1,769人から
4,120坪（16,480万円）

一坪増資運動
（2015年９月24日現在）

9/26〜11/30
　

９
月
26
日（
土
）、
３
会
場
で
行
わ
れ
た
「
ス
タ
ー
ト
集
会
」
を
皮
切

り
に
２
０
１
５
年
度
生
協
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
病
院
を
軌
道
に
の
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
夢
で
あ
る
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
や
跡
地
へ
の
診
療
所
建
設
」
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

す
る
月
間
と
な
り
ま
す
。
支
部
目
標
の
達
成
に
こ
だ
わ
り
、「
７
億
円
増

資
」
仕
上
げ
の
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い
生
協
強
化
月
間
と
し
ま
し
ょ
う
。

新
病
院
ま
で

ど
う
行
く
の

も
安
心
。
ま
た
、
６
階
の
病
室

で
眺
め
も
良
く
、
カ
ー
テ
ン
も

長
い
時
間
あ
け
て
お
く
こ
と
が

で
き
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
院
１
週
間
で
５
人
の
出
産

が
あ
り
、
さ
ら
に
里
帰
り
分
娩

を
希
望
す
る
電
話
が
殺
到
し
て

お
り
ま
す
。



　

７
月
か
ら
準
備
室
を
立
ち
上
げ
て
い

る
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅『
サ

ニ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
』
の
進
捗
状
況
を

報
告
し
ま
す
。

　

来
年
１
月
開
設
に
向
け
、
工
事
は
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
30
室
の
平
屋
建
て

で
、
空
気
消
臭
器
や
水
質
改
善
装
置
を

設
置
し
、
住
み
や

す
い
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。
11
月
上

旬
に
は
引
き
渡
さ

れ
、
12
月
上
旬
に

は
内
覧
会
を
行
う

予
定
で
す
。
ま

た
、
モ
デ
ル
ル
ー

ム
を
依
頼
中
で
す

の
で
、
部
屋
を
直

接
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
準
備
も
し

て
い
ま
す
。
内
覧

会
や
モ
デ
ル
ル
ー

ム
の
見
学
日
程
は
決
ま
り
次
第
、
生
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
利
根
の
保
健
」
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
サ
ニ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
」
で

は
、
同
一
建
物
内
に
定
員
32
名
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
日
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
看
護

師
に
よ
る
体
調
管
理
や
介
護
職
員
に
よ
る

入
浴
や
運
動
、
趣
味
の
活
動
を
通
し
て
、

楽
し
く
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
入
居
者
だ
け
で
は
な
く

外
部
か
ら
の
利
用
者
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
ご
希

望
の
方
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

現
在
、
入
居
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
入
居
ご
希
望
や
詳
し
い

話
を
聞
き
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先
☎
22
‐
３
２
２
３

　

サ
ニ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
準
備
室

　

副
準
備
室
長　

桑
原

　

９
月
５
日
（
土
）
県
総
合
防
災

訓
練
が
沼
田
市
の
利
南
運
動
公
園

（
仮
称
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

利
根
中
央
病
院
か
ら
は
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
が

一
チ
ー
ム
参
加
し
、
応
急
救
護
所

利 根 の 保 健

目の周りのマッサージ方法の基本は、指の腹を使って優しく傷つけないように押さえることです。目元だけでなく首周辺も押すのも効果的です。
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ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

高
齢
者
を
な
く
そ
う

　
　
第
29
回 

日
本
高
齢
者
大
会

〈
沼
田
東
支
部
〉

星　
　

勝
子

高
橋
と
き
ゑ

大
塚　

紀
元

武
井
ゆ
か
里

星
野
や
よ
江

佐
藤　

和
子

堪
山　

優
子

亀
田
智
恵
子

笛
木
ヤ
ス
子

〈
沼
田
中
支
部
〉

松
野　

文
子

新
井　

智
美

米
谷
も
り
の

坂
井　

光
一

〈
沼
田
西
支
部
〉

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

〈
沼
田
北
支
部
〉

神
山　

喜
仁

大
和
千
恵
子

小
宮　

初
江

〈
池
田
支
部
〉

大
竹　

伸
也

〈
薄
根
支
部
〉

髙
井
き
み
え

羽
鳥
真
由
美

古
澤　

み
ち

木
内　

榮
一

〈
白
沢
支
部
〉

小
野　

和
美

〈
利
根
北
支
部
〉

井
上
た
き
子

阿
部
ツ
ネ
子

鷲
野　

ヨ
シ

井
上　

甲
一

井
上　

介
二

青
木　

恭
子

〈
利
根
南
支
部
〉

小
林　

久
雄

〈
片
品
支
部
〉

青
木
喜
与
江

星
野　

幸
子

萩
原　
　

貢

千
明
一
江
子

〈
川
場
支
部
〉

戸
丸
眞
喜
子

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

福
田　

昌
子

川
木　

通
子

林　
　

慶
子

〈
水
上
支
部
〉

田
村　

裕
美

小
林　

政
孝

岡
村
み
つ
ゑ

坂
野　

正
樹

渡
辺　

一
彦

平
山　

丈
雄

友
廣　
　

楽

阿
部
マ
サ
エ

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

小
室　

一
男

〈
須
川
支
部
〉

船
越
美
智
子

阿
部　

方
恵

〈
昭
和
南
支
部
〉

綿
貫　

京
子

堤　

真
理
子

福
原
う
し
子

島
田
さ
お
り

〈
高
山
支
部
〉

藤
岡　

光
一

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
8
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
83
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

８
月
の

新
加
入
者

群
馬
県
総
合
防
災
訓
練
に

利
根
中
央
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
参
加

で
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

応
急
救
護
所
に
は
、
倒
壊
し
た

建
物
や
、
土
砂
に
埋
ま
っ
た
車
か

ら
救
出
さ
れ
た
患
者
ら
が
次
々
と

運
ば
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
そ
の
患

者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
医
療
機
関

へ
搬
送
す
る
た
め
の
処
置
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
重
症
患
者

の
一
名
は
防
災
ヘ
リ
を
使
っ
て
、

新
設
さ
れ
た
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
着
陸
し
、
救
急
外
来
に
収
容
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
は
、
自
衛
隊
、
警

察
、
消
防
、
医
療
機
関
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
関
連
会
社
な
ど
、
計
90
の

機
関
や
団
体
か
ら
約
１
０
０
０
人

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
密
接
な

連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
地

域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
勢

　

９
月
14
日
か
ら
15
日
、
第
29
回
日
本
高
齢
者
大

会
が
、
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、
群
馬
県
か
ら
30

人
、
利
根
沼
田
か
ら
は
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
講
座
は
14
教
室
、
分
科
会
は
16
が
開
設
さ

れ
、
ど
の
講
座
も
魅
力
的
で
、
今
日
の
情
勢
を
学

び
、
行
動
す
る
糧
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
、
選
ぶ

の
に
迷
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
講
演
は
、
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
安

斎
育
郎
氏
の
「
戦
後
70
年
、
日
本
の
未
来
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」と
い
う
、現
在
と
未
来
を
見
据
え
た
、

様
々
な
暴
力
（
力
の
暴
力
だ
け
で
は
な
い
）
の
な

い
世
界
を
展
望
す
る
内
容
で
、
と
て
も
分
か
り
や

す
く
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
。
戦
後
70

年
、
憲
法
を
活
か
し
、
格
差
の
な
い
公
正
な
社
会

を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
学
習
講
座
も
、
分

科
会
も
す
べ
て
、こ
れ
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
田
村　

照
代
記
）

参
加
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え

や
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の

訓
練
の
目
的
は
、
各
防
災
機
関
が

責
任
の
自
覚
と
技
術
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
に
対
す
る
理

解
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
で

す
。

　
「
群
馬
は
災
害
が
な
く
て
安
全

だ
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
起
こ
っ

た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
今
後
も
こ
う
し
た
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

想
定
外
の
大
災
害
は
、
い
つ
ど
こ

で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す

か
ら
。

サービス付き高齢者向け住宅
「サニーホームひまわり」

入居申し込み受付中

搬送のための処置を実施

当院のヘリポートへ着陸

　

９
月
16
日
か
ら
17
日
に
か

け
て
、
高
崎
市
で
関
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
組
合
員
活
動
交
流
集
会

が
行
わ
れ
、
利
根
保
健
生
協
か

ら
組
合
員
・
職
員
合
わ
せ
て
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
受
け

入
れ
生
協
で
あ
る
は
る
な
生

協
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
上
州
よ

い
と
こ
」
踊
り
と
県
の
マ
ス
コ

ッ
ト
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
か
ら

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
長
野
医

療
生
協
谷
口
専
務
理
事
よ
り
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
と
生
協
強
化

月
間
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
医

療
福
祉
生
協
に
加
入
す
る
こ

と
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
（
信
頼
関
係
や
人
間
関
係
）

と
い
う
財
産
を
手
に
入
れ
る

こ
と
だ
と
の
訴
え
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
具
体
化
す
る
た
め

に
「
３
つ
の
つ
く
ろ
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
」（
マ
ッ
プ
づ
く
り
・
居
場

所
づ
く
り
・
支
部
づ
く
り
）
に

と
り
く
む
こ
と
。
地
域
の
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（
保
健
力
）
を

高
め
る
た
め
に
（「
す
こ
し
お

生
活
」
や
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

の
実
践
。
医
療
福
祉

生
協
の
理
念
と
設
立

趣
意
書
を
も
と
に
憲

法
25
条
や
９
条
、
13

条
が
活
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、

「
安
保
法
案
の
廃
案
」

と
「
生
協
強
化
月
間
」

で
仲
間
増
や
し
・
出

資
金
増
や
し
の
目
標
達
成
を

や
り
尽
く
そ
う
と
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
の
誇
る

「
群
馬
交
響
楽
団
」
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
記
念
演
奏
が
行

わ
れ
、
私
た
ち
は
今
の
日
本
が

平
和
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の

よ
う
な
美
し
い
音
楽
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、
こ

こ
ろ
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
分
科
会
で
は
、
当

生
協
か
ら
七
演
題
を
報
告
。
仲

間
増
や
し
、
班
会
、
健
康
づ
く

り
、
社
保
・
平
和
、
ま
ち
づ
く

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
各

分
科
会
で
今
後
の
生
協
活
動

に
つ
な
が
る
活
発
な
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
楽
し
く
、

勉
強
に
な
る
交
流
会
に
、
も
っ

と
参
加
者
を
増
や
そ
う
」「
今

後
の
支
部
の
活
動
に
生
か
そ

う
」
な
ど
と
感
想
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

関
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
集
会

日　時 	10月１７日（土） ９：３０～受付
	 １０：００開始（１時間程度）

場　所 	新病院 ２階 研修室

参加費 	無料　 参加形態 	自由

テ－マ 	食欲の秋、糖尿病の秋
～上手な食べ方教えます～

第３回 糖尿病教室開催のお知らせ

　集まった額は４４６，０５０円あり、全ての額をユ
ニセフへ送金させていただきました。
　また、使用済み切手の回収も７㎏あり、１㎏あたり
約５００円換算、金額にして３，５００円ほどもユニ
セフ募金に送付させていただきました。
　大勢の方のご厚意に大変感謝申し上げます。

病院でのユニセフ募金活動

見
つ
け
よ
う
！
今
、医
療
福
祉
生
協
に
求
め
ら
れ
る
も
の

賞品多数用意

【主催】第33回くらしと健康まつり実行委員会



　

医
療
安
全
の
取
り
組
み

①
受
付
番
号
で
ご
案
内

　

９
月
よ
り
外
来
受
診
の
際
は
受

付
番
号
に
よ
る
案
内
と
な
り
ま
し

た
。
電
光
パ
ネ
ル
に
受
付
番
号
が

表
示
さ
れ
た
ら
、
診
察
室
へ
移
動

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
順
番
が

②
同
姓
同
名
患
者
様
の
誤
認
防
止

　

検
査
時
は
２
つ
の
識
別
で
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
採
血
検

査
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
検
査

を
受
け
る
際
に
は
、
同
姓
同
名
患

者
の
誤
認
防
止
の
た
め
、
フ
ル
ネ

ー
ム
と
生
年
月
日
の
二
つ
を
確
認

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病
棟
で
は

①
患
者
情
報
を
絵
文
字
で
共
有

　

病
室
の
ベ
ッ
ド
ネ
ー
ム
の
位
置

一人は万人のために 万人は一人のために

パソコンでの作業時間が長いと、どうしても目への負担が大きくなってしまいます。少しでも疲労をためないように、ディスプレイや周辺の明るさなどにも配慮しておきましょう。

（３） 第553号2015年10月１日（毎月1回1日発行）

に
絵
文
字
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ

の
絵
文
字
を
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」

と
呼
び
ま
す
。

　

患
者
家
族
と
職
員
が
患
者
さ
ん

の
安
全
な
入
院
生
活
の
た
め
に
、

必
要
な
患
者
情
報
を
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
共
有
す
る
た
め
に
使
い
ま

す
。（
図
１
）

②
ネ
ー
ム
バ
ン
ド
の
活
用

　

入
院
患
者
様
に
は
、
入
院
中
、

ネ
ー
ム
バ
ン
ド
を
つ
け
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
患
者
様
の
識
別
に

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
番
号
で
の
お
呼
び
出
し
な
の

で
、
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
も
図
ら
れ
ま
す
。

　

診
察
室
に
入
っ
て
か
ら
患
者
様

の
お
名
前
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
フ
ル
ネ
ー
ム
で
お
名
前

を
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
る
り
す
る
利
根
の
な
ま
り
に
温
め
酒

爽
や
か
や
患
者
の
増
え
し
大
病
院

濡
れ
て
な
ほ
は
し
ゃ
ぐ
少
女
や
秋
か
い
ど
う

鵙も
ず

高
音
砥
石
減
ら
し
て
鎌
を
研
ぐ

秋
冷
の
尾
を
引
く
尾
灯
救
急
車

露
け
し
や
あ
る
が
ま
ま
な
る
野
の
仏

よ
ゝ
来
た
る
老
の
不
安
や
萩
の
花

真
夜
中
を
屋
根
打
つ
音
や
木
の
実
降
る

火
の
山
の
湖
は
瑠
璃
色
花
す
す
き

赤
蜻
蛉
狭
田
目
掛
け
て
下
り
て
来
る

田

園

に

聳

ゆ

病

院

秋

景

色

秋
は
じ
め
新

病

院

映
え
て
建
ち

川

風
や
ス
ス
キ
揺
し
て
新

病

院

秋
風
や
絵
地
図
に
は
な
き
岐
れ
道

沼
田
市
桜
町　

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
高
橋
場
町　

永
井　

永
陽

沼
田
市
横
塚
町　

宮
田　

君
子

沼
田
市
沼
須
町　

角
田
ひ
ろ
子

沼
田
市
栄
町　

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
栄
町　

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
新
町　

須
藤　
　

薫

沼
田
市
中
発
知
町　

林　
　

和
光

沼
田
市
硯
田
町　

平
井
登
志
絵

沼
田
市
井
土
上
町　

高
橋　

康
平

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

川
場
村
谷
地　

原
田
み
つ
江

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

昭
和
村
森
下　

真
下　

章
子

籐
椅
子
が
亡ち

父ち

の
形
の
ま
ま
で
い
る

ノ
ー
戦
争
ゴ
リ
お
し
を
す
る
安
保
法

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
堀
廻
町　

今
井　

栄
一

　
医
療
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
立
場
の
ス
タ
ッ
フ

が
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
を
す
る
た
め
に
、
患

者
さ
ん
の
血
管
に
注
射
針
を
刺
す
こ
と
、
肺
や
心
臓
を

調
べ
る
た
め
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
、
人
間
は
間
違
い
や
す
い
生
き
物
で
す
。

　
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
医
療
行
為
が
医
療
事
故
の
出
発

点
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
当
院
で
は
医
療
安
全
の
ル
ー

ル
を
決
め
て
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
院
内
の
医
療
安
全
の
取
り
組
み
と
安
全
な

日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
転
倒
予
防
術
も
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

上
の
35
～
40
％
が
１
年
の
う
ち
に

一
度
は
転
倒
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。転
倒
事
故
は
、外
傷
や
骨
折

に
つ
な
が
り
、
生
活
の
質
を
根
底

か
ら
覆
す
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

特
に
頭
を
打
つ
と
、
生
命
の
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
看
護

師
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

幸
い
に
し
て
軽
い
事
故
で
あ
っ

て
も
、
転
倒
後
不
安
症
候
群
で
患

者
さ
ん
が
行
動
を
控
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
足
腰
の
筋
力
な
ど
機
能

が
低
下
し
、
介
助
者
の
負
担
も
増

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
転
倒
後
不
安
症
候
群
…
…
過
去

に
転
倒
し
た
経
験
の
あ
る
人

が
、
そ
の
後
歩
く
こ
と
に
対
し

て
恐
怖
感
や
不
安
感
を
持
ち
、

歩
こ
う
と
し
な
く
な
る
こ
と
。

転
倒
予
防
の
知
恵

「
ぬ
か
づ
け
」

　

日
常
生
活
の
中
で
も
転
倒
予
防

が
大
切
で
す
。

＊
「
ぬ
」
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
す
べ

り
や
す
い
。

＊
「
か
」
い
だ
ん
、段
差
が
あ
る
と

こ
ろ
は
転
び
や
す
い

＊
か
た
「
づ
け
」
て
な
い
部
屋
は
つ

ま
ず
き
や
す
い

　

転
倒
予
防
の
知
恵
「
ぬ
か
づ

け
」
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

吾
妻
川
人
家
呑
み
込
む
土
石
流
八
ツ
場
史
跡
で
囲
炉
裏
顕

は
る

魅
了
す
る
夕
焼
け
空
に
む
き
あ
へ
ば
赤
城
の
裾
野
は
な
ほ
広
く

見
え

我
が
腕
に
亡
夫
の
時
計
が
時
刻
み
独
り
の
日
々
が
遅
怠
な
く

過
ぐ

吹
く
風
の
日
毎
涼
し
く
も
の
思
ふ
鈴
虫
す
だ
く
夜
半
の
し
じ
ま
を

　渓
谷
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
水
車
小
屋
家
族
で
語
る
法
師
の
一
夜

　葛
っ
ぱ
や
大
樹
の
み
こ
む
モ
ン
ス
タ
ー
父
の
強
さ
か
母
の
や
さ
し
さ

　晴
天
の
芒
き
野
原
を
爽
や
か
な
初
秋
の
風
の
吹
き
渡
り
過
ぐ

　稲
を
刈
る
吾
が
子
の
姿
な
ん
と
ま
あ
義
父
に
そ
っ
く
り
姿
重
な
る

　赤
青
黄
下
校
の
子
等
が
傘
さ
し
て
並
ん
で
帰
る
小
雨
降
る
中

　な
ぞ
な
ぞ
の
や
う
な
入
れ
物
コ
ン
ポ
ス
ト
入
れ
て
も
入
れ
て
も
減

る
も
の
な
あ
に

茎
赤
く
花
う
す
紅
に
色
づ
き
て
蕎
麦
の
畑
の
秋
深
み
ゆ
く

沼
田
市
東
原
新
町	

田　

辺　

善　

三

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

　
沼
田
市
横
塚
町	

樋　

口　

あ
さ
子

　
沼
田
市
上
沼
須
町	

大　

竹　

春　

江

　
沼
田
市
岡
谷
町	

大　

嶋　

愛　

子

　
沼
田
市
上
発
知
町	

田　

村　

稲　

雀

　
白
沢
町
尾
合	

飯　

田　

清　

子

　
片
品
村
幡
谷	

桑　

原　

ゑ
み
子

　
川
場
村
生
品	

小　

林　

民　

子

　
み
な
か
み
町
下
牧	

杉　

山　

久
美
子

　
み
な
か
み
町
須
川	

細　

川　

の
ぶ
子

ネ
ー
ム
バ
ン
ド
（
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
）
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
誤
認

防
止
の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
様
も
ご
家
族
も
医
療
チ
ー

ム
の
一
員
で
す
。
是
非
、
安
全
な

医
療
の
た
め
に
ご
協
力
を
。

　

転
倒
事
故
対
策

　

入
院
中
の
転
倒
事
故
を
分
析
す

る
と
、
ほ
と
ん
ど
は
運
動
障
害
や

薬
物
に
よ
る
ふ
ら
つ
き
な
ど
が
主

な
要
因
で
あ
り
、
排
泄
行
動
に
伴

う
転
倒
事
故
が
一
番
多
く
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

事
故
の
低
減
に
は
、
入
院
時
か
ら

患
者
様
の
転
倒
の
要
因
の
把
握
・

評
価
を
開
始
し
「
転
倒
・
転
落
対

策
看
護
計
画
」
を
立
て
、
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

〈
転
倒
予
防
ビ
デ
オ
無
料
視
聴
〉

　

入
院
患
者
様
に
は
病
室
備
え
付

け
の
テ
レ
ビ
で
、「
転
ば
ぬ
先
の

知
恵
」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
お
馴
染
み
の
水
戸
黄
門
御
一

行
が
、
安
全
な
入
院
生
活
を
送
る

知
恵
を
紹
介
。
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

て
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

　

健
康
な
人
で
も
、
六
十
五
歳
以

2015.10月号
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千木良 美佐子

　

年
月
・
日
時
・
周
囲
の
状
況
は
全

く
分
か
ら
な
い
。
当
時
、
私
は
５

歳
。
東
京
都
太
田
区
に
住
ん
で
い

た
。
父
は
召
集
・
兄
は
学
童
疎
開
・

姉
は
親
戚
に
疎
開
、母
親
と
三
歳
下

の
弟
の
三
人
で
、空
襲
の
中
を
逃
げ

出
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
た
。

　

家
の
前
は
原
っ
ぱ
だ
っ
た
。
原

っ
ぱ
の
向
こ
う
側
に
工
場
が
あ
っ

た
。
何
を
作
っ
て
い
た
の
か
は
知

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
日
は
星
の
き

れ
い
な
夜
だ
っ
た
。
空
襲
警
報
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
電
灯
の
笠

に
黒
い
幕
を
下
げ
る
間
も
な
く
、

外
で
大
声
を
出
し
て
「
西
に
逃
げ

ろ
！
」の
声
。
用
意
の
リ
ュ
ッ
ク
と

防
空
頭
巾
を
被
っ
て
、
外
に
出
る
。

　

大
声
の
主
は
隊
長
さ
ん
（
在
郷

軍
人
）
だ
っ
た
。
隊
長
さ
ん
は
怖

い
人
だ
っ
た
。

　

直
ぐ
に
飛
行
機
の
爆
音
が
聞
こ

え
て
き
た
。
チ
カ
！
チ
カ
！
と
明

か
り
が
つ
い
て
い
る
か
ら
判
る
。

真
上
に
来
た
時
何
か
を
落
と
し

た
。
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て
い
た
。
や

が
て
、
パ
ッ
と
四
方
に
広
が
っ
た
。

パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る
の
が
良

く
見
え
る
。
逆
さ
花
火
だ
っ
た
。

　

後
に
分
か
っ
た
が
こ
れ
は
焼
夷

弾
と
い
う
日
本
の
木
造
家
屋
を
焼

き
払
う
特
別
な
爆
弾
だ
っ
た
。
翌

朝
に
な
っ
て
町
の
周
り
が
一
変
し

て
い
た
。
原
っ
ぱ
の
向
こ
う
と
、反

対
側
の
線
路
向
こ
う
の
町
が
焼
け

て
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

真
上
で
弾
け
た
は
ず
の
爆
弾

が
、
工
場
に
落
下
し
、
線
路
向
こ
う

の
工
場
も
そ
の
晩
に
焼
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
逃
げ
る
時
は
工
場
の
無

い
方
に
逃
げ
る
こ
と
も
覚
え
た
。

　

一
里
ほ
ど
離
れ
た
工
業
大
学
に

空
襲
警
報
の
記
憶

沼
田
市
利
根
町
　
加
藤
　
眞
喜
　

戦争体験記

高
射
砲
の
陣
地
が
あ
っ
た
。
飛
行

機
を
撃
ち
落
す
為
の
基
地
だ
。
砲

弾
が
中
り
そ
う
だ
が
、
途
中
で
力

尽
き
て
落
下
し
て
く
る
の
が
夜
目

に
も
良
く
分
か
っ
た
。
大
型
爆

撃
機
Ｂ
29
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

悠
々
と
東
京
の
空
を
通
過
し
て
い

っ
た
そ
う
だ
。

　

し
ば
ら
く
は
、
空
襲
警
報
の
サ

イ
レ
ン
と
隊
長
さ
ん
の
声
を
思
い

出
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
。
戦
争
は

怖
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
幼
な

心
に
、
母
と
弟
を
守
ら
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
も
い
た
。

右上肢処置禁止 左上肢処置禁止

ベッド移動 車いす移動

飲食禁止

図１．ピクトグラム（絵文字）

図２. 転倒・転落を防ぐための取り組み
　 　（東京海上日動メディカルサービスKK
　　 　医療安全ポケットマニュアルより）

日
常
生
活
で
の
転
倒
予
防

と
当
院
の
医
療
安
全

少しの水でも床や廊
下にあると、すべり
やすく危険です。病
院内の床や廊下が濡
れていたら、すぐに
拭き取りましょう。

床や廊下の水漏れ

患者さんのケアをす
るときに、ベッド柵
を一時的に外すこと
がありますが、患者
さんから目を離す場
合は、少しの時間で
も必ずベッド柵をも
どしましょう。

ベッド柵のこと



日　程 	10月25日（日）※雨天決行（コース配慮予定）
場　所 	赤城山探訪　定　員  45人
参加費 	大　人：3,000円
（バス代など）	こども：1,000円
食事は各自でご用意ください　締め切り：10 月 15 日（木）
連絡先：利根保健生協 組織部 ☎２２－２３００

両自治体とも 10月末日で終了になります。
健診をご希望される方はお申込みの予約を
お早めにお願いします。
問合せ先：新病院健診センター
　　　　　電話 22－4321

自分に合った環境や道具（例：パソコン用めがね、目薬）を使うことが、目への負担をおさえるコツです。毎日のデスクワークで疲れている人は、ぜひお試しください。

生方　輝房

村田　定蔵

染谷はるい

高橋　道子

永井　達郎

加藤　眞喜

加藤　眞喜

藤井　峰子

田中　利明

角田　輝明

織田澤澄世

角田　梅子

藤井エミ子

岡村ヨシ江

板橋きみ枝

高橋　マキ

堤　　栄子

堀沢　雅子

堤　　モリ

三ツ井久雄

佐藤　生一

金子　幸子

田村　大吉

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

岡野　行男

深津　文子

深津美佐子

佐藤　　興

渋谷　典子

尾崎　雅子

真庭　利治

中村　秀夫

都丸　富子

木村かよ子

岡田　完二

角田　行雄

笛木　　馨

小崎　昭子

中嶋　敬一

小崎　昭子

高橋よね子

都丸　君子

竹田つや子

山岸　克子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

綿貫　敦史

綿貫　敦史

片野美恵子

　

糖尿病の話

糖尿病の話

筋トレ体操

筋トレ体操

俳句会

「暑さに負けず歩こう 1 万歩」

コース練習で GPS に慣れよう

そうめん流し

食中毒・認知症予防

食中毒・認知症予防

大人の熱中症対策

味噌汁・尿塩分チェック

メタボリックシンドロームの話

メタボリックシンドロームの話

筋トレ・歌

筋トレ・歌

筋トレ・歌

筋トレ・歌

筋トレ・歌

アトピーとあいうべ体操

体組成・塩分・尿チェック

体組成・塩分・尿チェック

体組成・塩分・尿チェック

健康マージャン広場

健康マージャン広場

健康マージャン広場

健康マージャン広場

健康マージャン広場

健康マージャン広場

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

業務用カラオケを楽しもう

骨粗しょう症について

骨粗しょう症について

笑いケア体操

笑いケア体操

ボケの話・脳いきいき体操

ボケの話・脳いきいき体操

ボケの話・脳いきいき体操

健康増進とお誕生会

絵手紙教室

骨盤底筋体操・セラバン体操

能力チェック・あいうべ体操

能力チェック・あいうべ体操

能力チェック・あいうべ体操

能力チェック・あいうべ体操

能力チェック・あいうべ体操

笑いヨガケア体操

笑いヨガケア体操

転倒予防体操

転倒予防体操

筋トレ・ラジオ体操

筋トレ・ラジオ体操

フットサル

フットサル

食中毒について

沼田東

　

沼田北

利根北

川　場

利　南

白　沢

昭和南

沼田西

薄　根

川　田

月夜野東

月夜野西

水　上

猿ヶ京

須　川

職域・他

病棟・他

総計

上原町 7-3

上原町 6-2

東原新町９

東原新町５

いこい句会

元気に歩こう会

元気に歩こう会

中野合同

湯原 太郎１

湯原 太郎２

上久屋馬場

尾合 上

上古語父合同

上古語父合同

川額 入原上１

川額 入原上２

川額 入原中２

川額 入原下１

川額 入原下２

薄根町 6-3

硯田町 上

硯田町 下

白岩町合同

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

ひだまりの会

下川田町 宮塚１

下川田町 宮塚２

後閑 上入

後閑 下入

政所合同

真庭合同

真庭合同

さわやか班

虹の会

月夜野 橋下合同

小日向１

小日向２

小日向３

小日向４

小日向５

猿ヶ京合同

猿ヶ京合同

須川 須川２

須川 須川４

福寿草

福寿草

フットサル班

フットサル班

ふれあいの輪

62 班

3

3

9

8

5

3

4

12

4

3

5

7

4

4

4

6

5

5

5

5

3

3

3

9

9

10

13

10

16

5

6

11

3

7

5

8

9

6

4

3

3

4

4

4

4

8

7

5

4

4

4

4

4

12

11

4

3

4

4

5

3
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沼田市屋形原町

生方凱
かいと

士くん（４歳）

　　結
ゆいこ

子ちゃん（１歳10ヶ月）
に～に、大好き

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

水上　鹿野沢合同班 池田　岡谷町西部１班

沼田東　材木町11班

福寿草班

ころばん体操、血圧測定、体組成チェック 医療生協のしくみ、通院支援について

笑いケア体操

脳いきいき体操

みんなで楽しく体を動かしました。  体組成チェックで
は自身の体の状態を知ることができました。

出資金のしくみと組合員通院支援について職員から
話がきけて勉強になりました。

「ちょっと疲れたけれど」  座ったままでも愉快に体操
することができました。

脳トレ体操を約7年間毎週1回のペースで継続中です。

８月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長	・代表名

薄根　恩田合同班

新病院見学
組合員が誰でも利用できる組合員ホールに集まり、健康
プラザや外来・病室・展望室などを見学しました。 

「新しい病院は広くてきれいでいいね」 などの感想がき
かれました。

今月の
注目班

365 人

■材料（4人分）■

① 玉ねぎはくし形切りにします。人参、じゃが芋はひと
口大にカットします。

② 鍋にオリーブオイルを入れ、玉ねぎ、人参、豚ひき肉、
じゃが芋の順に入れ、サッと火を通します。

③ ②に水、鶏ガラを入れて沸かし、酒、みりんを加え落
し蓋をして、じゃが芋が柔らかくなるまで煮込みます。

④ ③に味噌を加え 2 ～ 3 分煮込みます。

☆ お好みで絹さやを飾ったり、黒こしょう、パルメザン
チーズをふりかけます。

■作り方■ （栄養課　中林 国祐）

掲載希望の方は ①お子様氏
名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 を
ご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局
E-mail:sukusuku-tone
@tonehoken.or.jp

利根中央病院が加盟する群馬民医連で
は、将来、勤務を希望する医学生さん
を対象に、奨学金の貸与を行なってお
ります。詳しくは医局事務課・丸山ま
でお問い合わせください。
募集人員：第 1 学年から卒業年次
　　　　　までの若干名
貸与金額：1～3年生  50,000円／月
　　　　　4～6年生  60,000円／月
備考：●他の奨学金を利用している方
　　　　も応募できます。
　　　●奨学金の申請は年間を通じて
　　　　受け付けています。
　　　●卒業後、一定の勤務により奨
　　　　学金の返還が免除されます。

1人前	132キロカロリー

◦豚ひき肉…150ｇ
◦じゃが芋（中）…４個
◦玉ねぎ…１個
◦人参…１/２本
◦オリーブオイル…大１
◦鶏ガラ…大１　◦味噌…大１
◦みりん…大１　◦酒…大４
◦豆乳…100ｇ　◦水…350㏄

お知り合いの
医学生さんを
ご紹介ください

介護事業拡大にともなう職員募集
●介護職員…若干名（夜勤可能者・経験者優遇）
●調理員（パート）…若干名

＊10月面接、12月採用予定
＊問合せ先…老人保健施設とね
　　　　　　倉持まで

沼田市・みなかみ町特定健診のお知らせ

働き盛りの女性のための
産婦人科の新知識

～月経困難、不正出血、貧血、倦怠感、　　
　　　　不眠、のぼせ等でお困りの方へ～

豆乳と味噌の味が引き立つ
変わり肉じゃがです

健康づくり
委員会主催 第３回 ハイキング・ウォーキング

豆乳肉じゃが

医療講演の
お知らせ

日時…2015年11月７日（土）午後２時～午後３時
場所…利根中央病院 ２階 研修室
講演…東京女子医科大学
　　　産婦人科学教室  教授 平井康夫 氏
参加対象…一般住民および医療従事者等
入場無料…定員100名程度
　　　　  （お気軽にご参加下さい）
お問い合わせ…利根中央病院　総合支援センター
　　　　　　　☎ 0278-22-4321


